工業力学演習（専門科目）
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科目名：工業力学演習（英文科目名：Exercises in Mechanical Dynamics）

　　　　2単位　必修　機械工学科２年　通年　

担当教官：橋本誠司　（居室：群馬大学工学部３号館４階）

　　　　Tel: 0277-30-1741    E-mail: seijiha@el.gunma-u.ac.jp
授業目的：

1． 電気・機械複合システムを理解する上で必要となる電気と磁気の基礎を学ぶ

2． 電場・磁場という概念を理解すると共にエネルギーとの関連性を理解する

3． 交流の発生原理を理解しコイル・コンデンサを利用した簡単な回路特性を学ぶ

達成目標：

1． 静電気（電場、電位）に関する計算ができる。

2． コンデンサ、コイル、抵抗の基礎知識を習得し、説明できる。

3． 直流回路の電圧、電流、抵抗計算ができる。

4． 電場、電流とエネルギーの関係が説明できる。

5． 電流の磁気作用、電磁力、電磁誘導の原理を理解し、基礎的な計算ができる。

6． 交流の発生原理を理解し、簡単な回路計算ができる。

プログラムの学習・教育目標： (A), (B)

　JABEE基準1の（1）との関係： (c), (ｇ)

　

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：「改訂 物理ⅠＢ」第一学習社（2003）、「改訂 物理Ⅱ」第一学習社（2003）

参考書：「新編 セミナー物理ⅠＢ＋Ⅱ」第一学習社

　 「新編 セミナー物理Ⅱ」第一学習社
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

キーワード：静電気、電場、電位、コンデンサ、電流、直流回路、磁場、電磁力、電磁誘導、交流

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

1． 静電気力と電場、電位・・・・・（４週）

2． コンデンサ・・・・・・・・・・（２週）

3． 電流と抵抗および仕事・・・・・（２週）

4． 直流回路・・・・・・・・・・・（５週）

5． 半導体・・・・・・・・・・・・（２週）

6． 磁場と電磁力・・・・・・・・・（４週）

7． 電磁誘導とエネルギー・・・・・（５週）

8． 交流・・・・・・・・・・・・・（４週）

9． 電磁波・・・・・・・・・・・・（２週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　評価は下記2項目の合計によって行う。

　　１．定期試験（前期中間・期末、後期中間・期末）（６０％）

２．小テストや演習問題の解答内容（４０％）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

連絡事項：

１．授業方法はプロジェクタによる講義と、理解度を深める演習問題を同時進行で行う。

　　２．「機械技術者のための」という視点で講義を進めるが、予習（教科書の一読）、復習（参考書課題の解答）は必ずすること。

　　３．授業には必ず計算機（ポケコン等）を持参すること。

４．定期試験は時間を９０分とし，計算機のみ持ち込み可とする。
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